
市の木／くすのき 

【２００６岩倉の風景●岩倉市　誕生から３５年】 

2006.No.858

　岩倉市は、昭和４６年（１９７１年）１２月１日
に愛知県で２９番目の市として誕生しました。
誕生から３５年。市制施行当時、人口は３５，８０９
人でしたが、現在は４８，６６１人（１１月１日現
在）に増加し、県内で名古屋市に次ぐ人口密

度の高いまちとなりました。 
　この３５年間を振り返ると、私たちの暮らし
や町並みもすっかり変わり、今では高層ビル
やマンションが建ち並ぶ生活都市へと発展し
ました。 

12.15

市
制
３５
周
年

岩
倉
３５
年
の
あ
ゆ
み
 

特
集 



岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 
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裏表紙 いわくらの自然 
キチョウ 

市政の窓 ８ 
市役所など市関係機関の年末・年始 

の業務をご案内します 

平成１９年新成人のつどいを開催し 

ます 

国民年金の保険料免除制度 

入札参加資格審査申請の追加受付 

児童扶養手当・遺児手当・特別児童 

扶養手当 

第三次岩倉市一般廃棄物処理計画 

案を公表します 

岩倉市国民保護計画案に係るパブ 

リックコメント　いただいた意見等 

と岩倉市の回答と考え方を公表し 

ています 

 

…８ 

 

…１０ 

…１０ 

…１０ 

 

…１１ 

 

…１１ 

 

 

 

…１１ 

市内ユニバーサルデザイン探しの 
旅ホームステイ編 

１８ １月の保健センター案内 

尾張西北部地区消防合同訓練・ 
親子で体験「手打ちうどん」・ 
金婚祝賀会 

２０ 
みんなが住みよいまちづくり 
ユニバーサルデザイン 

フォトニュース ２１ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

▲１１月１６日、小牧法人会女性

部の皆さんが消防署を訪れ、タ

オル３００本を寄贈されました。 

３ 

特集  

市制３５周年 岩倉３５年のあゆみ 

暮らしのガイド １２ 

ニート問題と支援を考える市民講座 
トレーニング指導・講習会　　　　ほか 

講座・教室 １４ 
百人一首大会 
ロビーコンサート 
ヤング・ジョブ・キャラバン 
in いちのみや　　　　　　　　　ほか 

e -Tax「国税電子申告・納税システム」 
をご利用ください　　　　　　　ほか 

催し １２ 

第17回ダンス＆体操発表会参加者 
スキー・スノーボード参加者 

募集 １４ 

手続き １２ 犯罪にあわないために 
救急車の適正利用にご協力をお願いします 
指名競争入札結果 
年金出張相談所 
退職金の準備は万全ですか？ 
国民健康保険税がコンビニエンススト 
アで納付することができます　　ほか 

相談・その他 １５ 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
平
成
１８
年
１２
月
１
日
、
岩
倉
市
は
、
市
制
を
施
行
し
て
か
ら

３５
周
年
の
記
念
の
時
を
刻
み
ま
し
た
。 

　
市
制
施
行
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事

が
あ
り
、
ま
ち
の
景
観
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
市
制
施
行

か
ら
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

１２
月 

２
月 

９
月 

１２
月 

 

３
月 

７
月 

 

１
月 

３
月 

４
月 

６
月 

９
月 

１１
月 

１２
月 

４
月 

６
月 

７
月 

１０
月 

 

３
月 

  

４
月 

６
月 

１０
月 

１２
月 

４
月 

 

５
月 

１０
月 

１２
月 

９
月 

 

２
月 

４
月 

３
月 

４
月 

昭
和
４６
年 

昭
和
４７
年 

   

昭
和
４８
年 

  

昭
和
４９
年 

      

昭
和
５０
年 

    

昭
和
５１
年 

      

昭
和
５２
年 

    

昭
和
５３
年 

 

昭
和
５４
年 

 

昭
和
５５
年 

市
制
を
施
行 

中
央
公
園
完
成 

岩
倉
市
体
育
協
会
設
立 

市
の
木
「
く
す
の
木
」
、市
の
花
「
つ
つ
じ
」
に

決
ま
る 

郷
内
公
園
完
成 

岩
倉
市
長
選
挙 

岩
倉
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙 

西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成 

人
口
が
４
万
人
を
突
破 

第
六
児
童
館
完
成 

仙
奈
保
育
園
・
障
害
者
セ
ン
タ
ー
完
成 

第
七
児
童
館
完
成 

駅
西
広
場
完
成 

休
日
急
病
診
療
所
開
設 

岩
倉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙 

西
小
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成 

辻
田
公
園
完
成 

総
合
計
画
基
本
構
想
議
決 

清
掃
事
務
所
完
成 

公
民
館
完
成 

駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
完
工
、新
町
名（
新

柳
、中
央
、栄
、旭
、大
地
新
町
）を
設
定 

五
条
川
小
学
校
開
校 

新
町
名
「
昭
和
町
」
を
設
定 

駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
完
工 

市
制
５
周
年
記
念
式
典 

南
部
中
学
校
開
校 

南
部
老
人
憩
の
家
完
成 

岩
倉
市
長
選
挙 

住
民
票
写
し
の
電
話
予
約
開
始 

下
寺
保
育
園
完
成 

岩
倉
市
文
化
団
体
協
議
会（
現
在
の
岩
倉
市

文
化
協
会
）設
立 

岩
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
化 

岩
倉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙 

岩
倉
駅
東
西
地
下
連
絡
道
完
成 

岩
倉
市
障
害
者
共
同
作
業
所
開
設 

▲市制施行当日の市役所 
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４
月 

５
月 

１２
月 

 
２
月 

４
月 

５
月 

７
月 

３
月 

 

４
月 

 

１０
月 

３
月 

  

４
月 

５
月 

３
月 

 

４
月 

 

７
月 

１２
月 

３
月 

４
月 

  

４
月 

８
月 

１１
月 

１
月 

 

３
月 

 

４
月 

３
月 

  

４
月 

１２
月 

昭
和
５６
年 

  

昭
和
５７
年 

昭
和
５８
年 

   

昭
和
５９
年 

    

昭
和
６０
年 

    

昭
和
６１
年 

     

昭
和
６２
年 

   

昭
和
６３
年 

  

平
成
元
年 

    

平
成
２
年 

 

曽
野
小
学
校
開
校 

岩
倉
市
長
選
挙 

市
制
１０
周
年
記
念
式
典 

岩
倉
市
総
合
計
画
基
本
構
想
議
決 

野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成 

岩
倉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙 

図
書
館
開
館 

大
地
プ
ー
ル
完
成 

小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
完
成 

岩
倉
駅
南
地
下
連
絡
道
完
成 

白
山
公
園
・
御
土
井
公
園
完
成 

八
剱
会
館
完
成 

岩
倉
市
高
齢
者
能
力
活
用
協
会
発
足 

東
町
会
館
完
成 

五
条
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
整
備
計

画
策
定 

国
衙
公
園
完
成 

岩
倉
市
長
選
挙 

東
新
町
公
会
堂
完
成 

岩
倉
の
水
辺
を
守
る
会
設
立 

大
上
市
場
会
館
・
神
野
会
館
・
泉
会
館
・
中
野

会
館
完
成 

希
望
の
家
開
館 

市
制
１５
周
年
記
念
式
典 

井
上
会
館
完
成 

保
健
セ
ン
タ
ー
完
成 

石
仏
会
館
完
成 

岩
倉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙 

下
り
松
公
園
完
成 

大
上
市
場
山
車
４２
年
ぶ
り
に
曳
き
回
し 

石
仏
ス
ポ
ー
ツ
広
場
完
成 

岩
倉
市
長
選
挙 

岩
倉
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙 

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
老
人
福
祉
に
関
す
る

提
言 

尾
張
北
部
聖
苑
完
成 

尾
北
自
然
歩
道
「
お
祭
り
広
場
」
完
成 

五
条
川
が「
日
本
の
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」

に
選
定 

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
完
成 

第
２
次
岩
倉
市
総
合
計
画
策
定 

４
月 

 

８
月 

１０
月 

１１
月 

１２
月 

 

４
月 

  

６
月 

１０
月 

 

１１
月 

１
月 

  

３
月 

 

４
月 

８
月 

 

１０
月 

１２
月 

 

１
月 

  

３
月 

７
月 

８
月 

９
月 

 

１２
月 

 

１
月 

  

２
月 

３
月 

平
成
３
年 

      

平
成
４
年 

      

平
成
５
年 

          

平
成
６
年 

         

平
成
７
年 

新
柳
町
１
区
を
設
定 

岩
倉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙 

萩
原
多
気
線
城
跡
橋
開
通 

市
制
２０
周
年
「
で
愛
ふ
れ
愛
バ
ザ
ー
ル
」
開
催 

市
制
２０
周
年
第
九
演
奏
会
開
催 

岩
倉
市
民
憲
章
制
定 

市
制
２０
周
年
記
念
式
典 

約
半
世
紀
ぶ
り
に
山
車
３
台
の
揃
い
曳
き 

岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
設
立 

行
政
の
文
化
化
研
究
会（
平
成
８
年
度
ま
で
） 

地
区
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
初
開
催（
南
新
町
） 

岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ピ
ナ
ト

ゥ
ボ
交
流
訪
問（
以
後
毎
年
訪
問
） 

第
九
演
奏
会
開
催 

岩
倉
駅
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催 

岩
倉
市
長
選
挙 

岩
倉
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙 

愛
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
完
成 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
完
成 

岩
倉
の
ご
み
を
考
え
る
会
設
立 

地
下
鉄
鶴
舞
線
・
名
鉄
犬
山
線
相
互
直
通
運

転
開
始 

愛
知
北
農
業
協
同
組
合
設
立 

平
成
岩
倉
版
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
不
思
議
の
国

の
ア
リ
ス
」
上
演 

第
１
回
行
政
の
文
化
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催（
以

後
３
回
開
催
） 

五
条
川
桜
並
木
診
断 

「
岩
倉
２１
世
紀
へ
の
提
言
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催 

い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団
設
立 

萩
原
多
気
線
旭
跨
線
橋
開
通 

第
４９
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
少
年
ス

ポ
ー
ツ
交
流
剣
道
大
会
開
催 

岩
倉
市
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
・
全

戸
配
布（
以
降
毎
年
配
布
） 

第
九
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
（
岩
倉
か
ら
も
救

援
活
動
に
職
員
派
遣
） 

五
条
川
左
岸
公
共
下
水
道
一
部
供
用
開
始 

名
古
屋
シ
テ
ィ
交
響
楽
団
（
現
セ
ン
ト
ラ
ル

愛
知
交
響
楽
団
）
定
期
演
奏
会
開
催
（
以
後

毎
年
開
催
） 

▲昭和５５年３月に岩倉駅東西地下連絡道
が完成、当時はまだ現在のように駅改札口
が地下化されていませんでした 

▲平成５年４月、地下鉄鶴舞線・名鉄犬山
線が相互直通運転を開始 

▲平成５年２月、五条川左岸公共下水道
が一部供用開始 

▲平成２年４月、スポーツと文化の交流の
拠点として総合体育文化センターが完成 

▲平成５年３月、野寄町に愛北クリーン
センターが完成 
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３
月 

４
月 

８
月 

 
１２
月 

  

４
月 

     

９
月 

 

１０
月 

 

１２
月 

 

１
月 

３
月 

 

６
月 

７
月 

 

８
月 

３
月 

 

７
月 

８
月 

１２
月 

 

４
月 

１０
月 

３
月 

  

４
月 
 

５
月 

１０
月 

１２
月 

平
成
７
年 

      

平
成
８
年 

           

平
成
９
年 

      

平
成
１０
年 

     

平
成
１１
年 

 

平
成
１２
年 

 

五
条
川
整
備
計
画
パ
ー
ト
Ⅱ
策
定 

岩
倉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙 

平
和
祈
念
事
業
で
中
学
生
を
広
島
市
へ
派
遣

（
以
後
毎
年
長
崎
市
と
交
互
に
派
遣
） 

い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団
第
１
回
定
期
演

奏
会
開
催 

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

自
然
生
態
園
・
史
跡
公
園
完
成 

み
ど
り
の
家
完
成 

下
稲
公
園
・
天
王
公
園
完
成 

岩
倉
の
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
報
告
会
開
催 

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
報
告

会
開
催 

五
条
川
野
外
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

福
井
県
和
泉
村
と
友
好
都
市
提
携 

「
自
然
環
境
復
元
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
　
Ｉ
Ｗ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」
開
催 

市
制
２５
周
年
岩
倉
第
九
演
奏
会
開
催 

市
制
２５
周
年
記
念
式
典 

岩
倉
市
長
選
挙 

消
防
庁
舎
完
成 

岩
倉
市
音
楽
連
盟
設
立 

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ク
ラ
ス
設
立 

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
開
催（
以
後
毎
年
開
催
） 

中
学
生
海
外
派
遣
研
修
事
業
開
始 

岩
倉
団
地
配
水
場
給
水
塔
改
修（
デ
ザ
イ
ン

を
一
般
公
募
） 

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
開
始 

広
島
被
爆
資
料
展
開
催 

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
冒

険
」
上
演 

岩
倉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙 

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
夕
映
え
に
燃
ゆ
」
上
演 

老
人
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定 

中
小
商
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
策
定 

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト 

適
応
指
導
教
室
「
お
お
く
す
」
開
設 

第
２
次
岩
倉
市
行
政
改
革
大
綱
策
定 

尾
北
自
然
歩
道
「
八
剱
憩
い
の
広
場
」
完
成 

第
３
次
岩
倉
市
総
合
計
画
策
定 

１
月 

２
月 

４
月 

  

７
月 

１０
月 

１２
月 

  

３
月 

   

４
月 

  

１２
月 

３
月 

   

４
月 

６
月 

８
月 

１０
月 

 

１１
月 

１２
月 

 

３
月 

４
月 

１２
月 

  

１
月 

３
月 

 

７
月 

 

９
月 

１１
月 

平
成
１３
年 

         

平
成
１４
年 

       

平
成
１５
年 

           

平
成
１６
年 

    

平
成
１７
年 

岩
倉
市
長
選
挙 

市
役
所
新
庁
舎
完
成 

総
合
窓
口
化 

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
始 

五
条
川
右
岸
下
水
道
一
部
供
用
開
始 

ま
ち
づ
く
り
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催 

一
豊
商
品
券
を
商
業
協
同
組
合
等
が
発
行 

く
す
の
き
の
家
完
成 

第
１
回
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定

期
演
奏
会
開
催 

み
の
り
の
里
完
成 

市
民
活
動
支
援
計
画
策
定 

地
域
情
報
化
基
本
計
画
策
定 

生
涯
学
習
基
本
構
想
・
基
本
計
画
策
定 

粗
大
ご
み
有
料
戸
別
収
集
開
始 

学
校
完
全
週
５
日
制
開
始 

議
会
開
会
２
０
０
回
記
念 

市
制
３０
周
年
記
念
式
典 

第
２
期
老
人
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
策
定 

障
害
者
計
画
策
定 

岩
倉
駅
東
地
区
街
路
整
備
計
画
策
定 

岩
倉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙 

第
三
児
童
館
完
成 

市
町
村
合
併
講
演
会
開
催 

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
中
国
皇
帝
の
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
」
上
演 

市
町
村
合
併
市
民
説
明
会
開
催 

消
防
団
第
３
分
団
車
庫
完
成 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催 

健
康
い
わ
く
ら
２１
策
定 

岩
倉
市
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
振
興
指
針
策
定 

愛
・
地
球
博
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
「
キ
ュ
ー

バ
親
睦
交
流
会
」
開
催 

安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

岩
倉
市
長
選
挙 

岩
倉
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定 

愛
・
地
球
博
開
幕 

愛
・
地
球
博
「
岩
倉
市
の
日
」
開
催 

愛
・
地
球
博
「
キ
ュ
ー
バ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
」
開
催 

愛
・
地
球
博
閉
幕 

戦
後
６０
年
等
平
和
祈
念
事
業
開
催 

福
井
県
和
泉
村
が
大
野
市
と
合
併
し
た
こ
と

に
伴
い
友
好
都
市
提
携
を
解
約 

▲平成１７年７月に開催された愛・地球博「岩
倉市の日」約７００人が出演して岩倉市を世
界に発信しました 

▲平成１３年４月、五条川右岸下水道一部供
用開始 

▼平成１３年２月、「人にやさしい市民に
親しまれるシティホール」を目指して建
設された市役所新庁舎が完成 

　平成９年３月、川井町に
新消防庁舎が完成 

▲
 

　平成９年３月、岩
倉市シンボルロー
ド整備事業で「音の
アート」を設置完了、
市民参加のワーキ
ンググループにより
さまざまなイベント
が行われました 

▲
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▲市制３５周年記念文化講演会 
「尾張の伝承と一豊の夢」（童門冬二さん） 

▲NHK大河ドラマで岩倉出身の戦国武将山内一豊の 
出世物語「功名が辻」が放送開始（写真はいわくら市民 
ふれ愛まつり２００６の一豊行列から） 

▲いわくら五条川マラソン 
（ゲストランナー市橋有里さんと） 

１
月 

 

 

 

 

 

 

２
月 

 

 

 

 

 

３
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

４
月 

 

 

 

 

 

５
月 

 

 

 

 

 

 

６
月 

７
日 ８

日 

 

２２
日 

 

 

 
５
日 ８

日 １４
日 １９

日 ２６
日 ２８

日 ５
日 ７

日 １１
日 １２

日 １８
日 

 

１９
日 ２０

日 ２５
日 １

日 

 

 

６
日 ７

日 ２９
日 ９

日 １４
日 ２０

日 ２５
日 ２７

日 

 

２８
日 ８

日 

 

１７
日 

新
春
三
曲
コ
ン
サ
ー
ト 

消
防
出
初
式 

新
成
人
の
つ
ど
い 

民
族
音
楽
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
バ
イ

オ
リ
ン
） 

岩
倉
の
水
辺
を
守
る
会
設
立
２０
周
年
記
念
「
桜
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」 

い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団
定
期
演
奏
会 

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

旧
和
泉
村
か
ら
雪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

市
民
芸
術
劇
場
「
中
村
紘
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」 

公
民
館
３０
周
年
記
念
講
演
会（
渡
辺
和
子
さ
ん
） 

曽
野
小
学
校
で
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
が
演
奏
会 

い
わ
く
ら
五
条
川
マ
ラ
ソ
ン 

中
学
校
卒
業
式 

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
五
条
川
２
０
０
６ 

ダ
ン
ス
＆
体
操
発
表
会 

公
民
館
開
館
３０
周
年
記
念
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
１９
日
ま
で
） 

市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会 

小
学
校
卒
業
式 

図
書
館
子
ど
も
劇
場 

岩
倉
桜
ま
つ
り（
１０
日
ま
で
） 

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成 

南
部
老
人
憩
の
家
を
老
人
ク
ラ
ブ
に
管
理
委
託 

小
学
校
入
学
式 

中
学
校
入
学
式 

市
民
茶
会 

市
制
３５
周
年
記
念
「
功
名
が
辻
」
展（
２１
日
ま
で
） 

四
市
交
歓
体
育
大
会（
江
南
市
） 

市
制
３５
周
年
記
念
文
化
講
演
会（
童
門
冬
二
さ
ん
） 

岩
倉
駅
コ
ン
サ
ー
ト（
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
） 

ナ
ゴ
ヤ
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
生
演
奏
で
演

歌
を
歌
お
う
！ 

五
条
川
小
学
校
親
子
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー 

市
制
３５
周
年
記
念
議
場
コ
ン
サ
ー
ト（
セ
ン
ト
ラ
ル
愛

知
交
響
楽
団
） 

民
族
音
楽
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
シ
ャ
ン
ソ
ン
） 

　市制３５周年記念
「功名が辻」展 

▲
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▲市制３５周年記念 
「夏期巡回ラジオ体操 みんなの体操会」 

▲市制３５周年記念式典 

７
月 

 

 

 

８
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９
月 

 

 

 

１０
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１
月 

 

 

 

 

１２
月 

１６
日 ２１

日 ２２
日 ２７

日 ４
日 

 

５
日 ６

日 ８
日 

 

１３
日 

 

１５
日 １８

日 ２７
日 ３

日 

 

９
日 １８

日 １
日 １５

日 

 

１７
日 １８

日 ２２
日 ２５

日 ２８
日 

 

 

２
日 ５

日 １１
日 ２３

日 ２５
日 １

日 

 

２
日 

 

３
日 １６

日 

市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

自
然
生
態
園
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
大
会 

親
子
ご
み
体
験
教
室 

手
作
り
楽
器
で
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン 

岩
倉
山
車
夏
ま
つ
り（
宵
ま
つ
り
） 

水
辺
ま
つ
り
２
０
０
６ 

市
制
３５
周
年
記
念
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組
「
邦
楽
ジ
ョ
ッ

キ
ー
あ
な
た
の
街
に
邦
楽
を
」
公
開
録
音 

市
制
３５
周
年
記
念
「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な

の
体
操
会
」 

平
和
祈
念
戦
没
者
追
悼
式 

い
わ
く
ら
夏
ま
つ
り
市
民
盆
お
ど
り（
１９
日
ま
で
） 

岩
倉
市
防
災
訓
練 

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会 

消
防
署
開
放 

図
書
館
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

敬
老
会 

市
民
体
育
祭 

消
防
観
閲
式 

岩
倉
駅
コ
ン
サ
ー
ト（
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
） 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運
動
会 

岩
倉
駅
コ
ン
サ
ー
ト（
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
） 

岩
倉
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー（
岩
倉
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
） 

市
政
懇
談
会（
２６
日
ま
で
） 

ク
リ
ー
ン
チ
ェ
ッ
ク
い
わ
く
ら
２
０
０
６ 

民
族
音
楽
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
フ
ラ
メ
ン
コ
） 

大
野
市
和
泉
地
区
紅
葉
ま
つ
り
へ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス 

市
民
文
化
祭（
５
日
ま
で
） 

市
民
音
楽
祭 

い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
２
０
０
６（
１２
日
ま
で
） 

金
婚
祝
賀
会 

ふ
れ
あ
い
歩
け
歩
け
大
会 

市
制
３５
周
年
記
念
式
典 

「
岩
倉
市
史
　
現
代
」
発
刊 

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式（
岩
倉
市
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
） 

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
岩
倉
定
期
演
奏
会 

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
ト
ー
ク
シ
ョ
ー（
と
も
に
生
き
る
） 市制３５周年記念 

議場コンサート 

▲
 

岩倉ウォークラリー 

▲
 

　市制３５周年記念 
ＮＨＫラジオ番組「邦楽 
ジョッキーあなたの街に 
邦楽を」公開録音 

▲
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市
役
所
な
ど
市
関
係
機
関
の
 

年
末
・
年
始
の
業
務
を
ご
案
内
し
ま
す
 

      　
市
役
所
な
ど
の
市
の
機
関
は
、
１２

月
２９
日
（金）
か
ら
平
成
１９
年
１
月
３
日
（水）

ま
で
年
末
・
年
始
の
休
み
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
必
要

な
一
部
の
業
務
は
行
い
ま
す
。
 

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

■
出
生
・
死
亡
届
な
ど
 

市
役
所
（
☎
６
６
‐
１
１
１
１
）
 

　
休
み
期
間
中
の
出
生
届
・
死
亡
届
な
ど

戸
籍
の
届
出
は
市
役
所
の
当
直
で
取
り
扱

い
ま
す
。
 

■
ご
み
の
収
集
 

清
掃
事
務
所
（
☎
６
６
‐
５
９
１
２
）
 

年
末
の
ご
み
収
集
 

●
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
資
源
最
終
収
集
日
 

★
月
・
木
コ
ー
ス
…
１２
月
２８
日
（木）
 

      ★
火
・
金
コ
ー
ス
…
１２
月
２９
日
（金）
 

●
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
最
終
収
集
日

　
１２
月
２７
日
（水）
 

年
始
の
ご
み
収
集
 

●
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
資
源
 

　
１
月
４
日
（木）
か
ら
平
常
ど
お
り
行
い
ま

す
。
 

●
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
 

　
１
月
１０
日
（水）
か
ら
平
常
ど
お
り
行
い
ま

す
。
 

　
な
お
決
め
ら
れ
た
収
集
日
以
外
に
ご
み

を
出
さ
れ
ま
す
と
、
付
近
の
皆
さ
ん
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
。
 

　
指
定
日
以
外
は
、
絶
対
に
ご
み
を
出
さ

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

■
一
時
多
量
ご
み
な
ど
 

小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
 

               （
小
牧
市
大
字
野
口
２
８
８
１
‐
９
☎
０

５
６
８
‐
７
９
‐
１
２
１
１
）
 

　
一
時
に
多
量
に
出
る
ご
み
な
ど
を
直
接

小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
に
搬

入
さ
れ
る
場
合
（
有
料
）
は
、
あ
ら
か
じ

め
連
絡
の
う
え
１２
月
２９
日
（金）
の
午
後
４
時

ま
で
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
年
始
は
、
１
月
４
日
（木）
か
ら
平
常
ど
お

り
行
い
ま
す
。
　
 

               ■
し
尿
収
集
 

㈱
ア
イ
ホ
ク
（
☎
６
６
‐
２
１
１
２
）
 

　
年
末
の
し
尿
収
集
は
、
１２
月
２９
日
（金） 
 

正
午
ま
で
行
い
ま
す
。
 

　
収
集
を
依
頼
さ
れ
る
人
は
、
１２
月
２８

日
（木）
ま
で
に
㈱
ア
イ
ホ
ク
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
 

　
年
始
は
、
１
月
５
日
（金）
か
ら
行
い
ま
す
。
 

　岩倉市では、「岩倉市史　現代」を発刊し

ました。 

　この市史は、昭和６０年に通史として発刊

した「岩倉市史」を補完する形で、それ以降

の約２０年間の自然、産業、行政、文化など

の記録を後世に残すため、市制施行３５周年

記念事業として、発刊したものです。Ａ５版

箱入クロス張り上製本、約４５０ページとな

っています。貴重な岩倉市の現代史がつづら

れていますので、ご一読ください。 

　また、昭和６０年に発刊した岩倉の通史、

民俗、宗教等がまとめられた「岩倉市史」（全

３巻で５，０００円）もこの機会に併せてご購

読ください。 

●価　　格　１冊２，０００円 

●販売場所　市役所１階情報サロン 

●問 合 先　生涯学習課生涯学習係 

　　　　　　（☎３８－５８１９）まで。 

「岩倉市史　現代」を 
１２月１日から販売しています 
「岩倉市史　現代」を 
１２月１日から販売しています 
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●
市
政
の
窓
●
 

■
尾
張
北
部
聖
苑
 

（
犬
山
市
大
字
善
師
野
字
奥
雑
木
洞
１
‐

１
☎
０
５
６
８
‐
６
２
‐
４
１
４
４
）
 

　
尾
張
北
部
聖
苑
の
火
葬
業
務
は
、
１
月

１
日
（月）
を
除
い
て
平
常
ど
お
り
行
い
ま

す
。
 

■
岩
倉
市
休
日
急
病
診
療
所
 

（
☎
６
６
‐
４
７
０
８
）
 

　
年
末
・
年
始
の
休
日
急
病
診
療
所
の
診

療
を
岩
倉
市
医
師
会
の
協
力
で
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
 

　
受
診
さ
れ
る
人
は
、
健
康
保
険
証
な
ど

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
診
療
日
　
１２
月
３１
日
（日）
、
平
成
１９
年
１

月
１
日
（月）
〜
３
日
（水）
 

●
診
療
科
目
　
内
科
・
小
児
科
・
外
科
 

●
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分
、

午
後
１
時
〜
４
時
３０
分
 

■
愛
知
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
 

（
☎
０
５
８
６
‐
７
２
‐
１
１
３
３
）
 

　
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
夜
間
や

休
日
に
急
病
人
や
け
が
人
が
出
た
場
合
、

電
話
を
す
れ
ば
直
ち
に
近
く
の
診
療
可
能

な
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
２４
時
間
体
制
の

情
報
セ
ン
タ
ー
で
す
。
 

　
利
用
す
る
と
き
は
、
患
者
さ
ん
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
い
つ
か
ら
ど

こ
が
ど
ん
な
具
合
に
悪
い
の
か
を
具
体
的

に
電
話
で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
 

　
医
療
機
関
の
紹
介
を
受
け
た
ら
、
健
康

保
険
証
、
医
療
受
給
者
証
な
ど
を
必
ず
持

参
し
て
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
受
診
を
取
り
や
め
る
場
合
は
、

必
ず
紹
介
を
受
け
た
医
療
機
関
に
断
り
の

電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
野
菜
の
広
場
 

商
工
農
政
課
農
政
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
 

　
日
ご
ろ
は
野
菜
の
広
場
を
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
野
菜
の
広
場
で
の
年
末
最
後
の
開
催
は

通
常
の
日
程
を
変
更
し
て
、
１２
月
２９
日
（金）

正
午
か
ら
と
し
ま
す
。
年
始
は
１
月
６

日
（土）
午
後
１
時
か
ら
通
常
ど
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

岩倉市関係機関年末年始業務案内 部分は平常どおり業務を行います 

市民ギャラリー、レストラン等は市役所と同様で１２月２９日（金）～１月３日（水）まで休業します。 
各施設によって開館、休館のところが異なっていますので、お間違えのないよう確認してください。 

市 役 所  

保 健 セ ン タ ー  

休 日 急 病 診 療 所  

公 民 館  

図 書 館  

総合体育文化センター 

児 童 館  

希 望 の 家  

保 育 園  

子育て支援センター 

あ ゆ み の 家  

み ど り の 家  

く す の き の 家  

老 人 憩 の 家  

ふれあいセンター 

２６日（火） ２７日（水） ２８日（木） 

１２月 １月 

２９日（金） ３０日（土） ３１日（日） １日（月） ２日（火） ３日（水） ４日（木） ５日（金） 
仕事 
納め 

仕事 
始め 休務 

休務 

休務 

休務 

休務 

休務 

休務 

休務 

休務 

休務 

休務 

休務 

休務 

休務 

休務 

休務 

休務 

診療 休務 休務 

●ところ　お祭り広場内（下本町） 
●問合先　岩倉市まちづくり推進協議会事務局（商工農
　　　　　政課内☎６６－１１１１ 内線６４５）まで。 
イブイブコンサート 
●と　き　１２月２３日（土・祝日） 
★午後５時４５分～ 
　サンタとトナカイが登場してお菓子をプレゼントします。 
★午後６時～ 
　岩倉少年少女合唱団のコンサート 
もちつき大会 
●と　き　１２月２４日（日）午後２時～４時 

☆クリスマスイルミネーション☆ ☆クリスマスイルミネーション☆ ☆クリスマスイルミネーション☆ ☆クリスマスイルミネーション☆ 
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２０
歳
を
迎
え
る
新
成
人
が
、
社
会
の
新

し
い
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
責

任
を
持
っ
て
そ
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う

に
祝
い
励
ま
す
と
と
も
に
、
新
成
人
の
皆

さ
ん
が
ふ
れ
あ
う
場
と
し
て
「
新
成
人
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
つ
ど
い

は
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
実
行
委
員
会
を
作

っ
て
企
画
・
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。
 

　
新
成
人
の
対
象
と
な
る
の
は
、
昭
和
６１

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６２
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。
 

 
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
の
お
知
ら
せ
は
、

年
賀
ハ
ガ
キ
で
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
通
知

し
ま
す
。
な
お
、
お
住
ま
い
が
岩
倉
市
外

の
人
で
も
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
に
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
当
日
、

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
１
月
７
日
（日）
午
前
１０
時
３０
分

〜
（
開
場
午
前
１１
時
）
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
司
会
　
内
藤
聡
さ
ん
（
Ｆ
Ｍ
愛
知
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

       
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
か
っ
た

り
、
失
業
や
災
害
に
遭
っ
た
り
し
て
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、

保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の
世
帯
主

（
親
な
ど
）
と
同
居
し
て
い
る
た
め
に
、

申
請
免
除
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
２０

歳
代
の
人
に
つ
い
て
、
本
人
（
配
偶
者
を

含
む
）
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
 

学
生
納
付
特
例
制
度
 

　
学
生
の
人
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
収
入

が
な
か
っ
た
り
、
少
な
か
っ
た
り
す
る
の

で
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
保
険
料
を

納
め
て
も
ら
う
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
。
 

　
い
ず
れ
も
申
請
が
必
要
で
す
。
制
度
の

対
象
と
な
る
に
は
、
前
年
所
得
が
一
定
の

基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、

詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
失
業
中
の
と
き
は
、
前
年
の
所
 

得
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
料
の
免
除
を
受

け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

●
持
ち
物
　
年
金
手
帳
、
印
鑑
。
失
業
中

の
場
合
の
申
請
は
雇
用
保
険
の
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
ま
た
は
、
離
職
票
の
写
し

な
ど
。
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
は
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど
の
学
生
証
ま

た
は
、
在
学
証
明
書
。
 

●
申
請
・
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓

口
係
年
金
担
当
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）

ま
で
。
 

                      

       
岩
倉
市
で
は
、
平
成
１９
年
度
に
発
注
す

る
物
件
・
工
事
等
（
設
計
・
監
理
・
調
査

測
量
を
含
む
）
の
契
約
に
係
る
指
名
競
争

入
札
等
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
の
資
格

審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

 
た
だ
し
、
平
成
１８
・
１９
年
度
分
を
す

で
に
申
請
さ
れ
た
人
は
、
改
め
て
手
続
き

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
な
お
、
郵
送
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。
 

●
受
付
期
間
　
平
成
１９
年
１
月
２９
日
（月）

〜
２
月
２
日
（金）
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
３
階
会
議
室
４
 

●
申
請
用
紙
 

★
物
件
関
係
…
指
定
の
用
紙
を
使
用
し
、

Ａ
４
版
の
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
で
と
じ
て

く
だ
さ
い
。
指
定
の
用
紙
は
、
市
役
所
行

政
管
理
室
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
。
 

★
工
事
や
設
計
関
係
…
指
定
の
用
紙
を
使

用
し
、
Ａ
４
版
の
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
で

と
じ
て
く
だ
さ
い
。
入
札
参
加
資
格
審
査

カ
ー
ド
（
厚
紙
色
指
定
）
は
、
市
役
所
行
 

平
成
１９
年
新
成
人
の
つ
 

ど
い
を
開
催
し
ま
す
 

国
民
年
金
の
保
険
料
 

免
除
制
度
 

入
札
参
加
資
格
審
査
申
 

請
の
追
加
受
付
 

※全額免除以外の免除は、「納める保険料額」欄の金額を納付しないと未納
となり、老齢基礎年金額への計算に算入されません。 

国民年金の保険料が免除（猶予）されると・・・ 

免除等の種類 納める 
保険料額 

免除される 
保険料額 

老齢基礎年金額への計算 

全 額 免 除  
１ / ４ 納 付  
半 額 納 付  
３ / ４ 納 付  
納 付 猶 予  
学生納付特例 

０円 
３，４７０円 
６，９３０円 
１０，４００円 

０円 
０円 

１３，８６０円 
１０，３９０円 
６，９３０円 
３，４６０円 
猶予 
猶予 

免除期間は１／３で計算 
免除期間は１／２で計算 
免除期間は２／３で計算 
免除期間は５／６で計算 
猶予期間は年金額に反映されません 
　　　　　　　　〃 

な
い
と
う
さ
と
し
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政
管
理
室
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
指
定
用
紙
は
、
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
提
出
部
数
　
１
部
 

●
問
合
先
　
行
政
管
理
室
契
約
検
査
係

（
☎
３
８
‐
５
８
０
０
）
ま
で
。
 

       
い
ず
れ
の
手
当
も
、
申
請
の
た
め
の
資

格
要
件
・
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
申
請

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
児
童
課
児
童
係
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●
児
童
扶
養
手
当
　
母
子
家
庭
で
、
１８
歳

以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
、
ま
た

は
両
親
の
い
な
い
１８
歳
以
下
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●
遺
児
手
当
　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
で
、

１８
歳
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母

か
父
、
ま
た
は
両
親
の
い
な
い
１８
歳
以
下

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
 

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
　
身
体
ま
た
は
精

神
に
中
度
・
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
２０
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
‐

５
８
１
０
）
ま
で
。
 

児
童
扶
養
手
当
・
遺
児
手
 

当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
 

　岩倉市では、長期的・総合的視点に立ち、計画的な一般廃棄物処理の推進を図るため、平成１９年度から２４年度

までの６年間を計画期間とする「第三次岩倉市一般廃棄物処理計画－ごみ処理計画－」を現在作成しています。　 

　この計画案を次のとおり公表します。市民の皆さんのご意見をお寄せください。 

　お寄せいただいたご意見は、これに対する本市の考え方とともに、整理したうえで公表します。ただし、個々のご意

見やご質問に直接回答はいたしませんので、あらかじめご了承ください。 

●公表方法　市役所３階環境保全課生活環境係、１階情報サロン、清掃事務所（石仏町）で閲覧いただけるほか、

　　　　　　岩倉市ホームページ(http://www.city.iwakura.aichi.jp/)でもご覧になれます（貸し出しも行います）。 

●期　　間　１２月２０日（水）～平成１９年１月１５日（月） 

●提出方法　①直接持ち込み②郵送（〒４８２－８６８６［住所不要］環境保全課生活環境係）③ファクシミリ（U６６

　　　　　　－７１３５）④電子メール(koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp)のいずれかでお願いします。 

　　　　　　※提出の書式は定めていませんが、住所・氏名、件名（第三次岩倉市一般廃棄物処理計画案）を明

　　　　　　　記し、日本語でお願いします。 

●提出・問合先　環境保全課生活環境係（☎３８―５８０８）または、清掃事務所（☎６６－５９１２）まで。 

第三次岩倉市一般廃棄物処理計画－ごみ処理計画－案を公表します 

　武力攻撃や大規模テロなど、あってはならない事態が起こったときに、住民の皆さんを保護し、被害や社会に

及ぼす影響を最小にするために、全国の市町村で国民保護計画の作成が進んでいます。本市では「岩倉市国

民保護計画案」を公表して平成１８年９月２０日から１０月１０日まで意見等を募集しました。 

　この時にいただいた意見等と、これに対する本市の回答と考え方を、現在、募集時の計画案とともに下記によ

り公表しています。なお、この公表内容は、平成１８年１１月２８日に開催された「岩倉市国民保護協議会」に報告

したものと同じです。 

●公表場所　★岩倉市ホームページ(http://www.city.iwakura.aichi.jp/) 

★市役所６階行政課 

●問 合 先　行政課生活安全係（☎３８―５８０４）まで。 

岩倉市国民保護計画案に係るパブリックコメント 

いただいた意見等と岩倉市の回答と考え方を公表しています 

パブリックコメント 



暮らしのガイド 
問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp
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手続き 

催し  
        ●

百
人
一
首
大
会
 

   
児
童
館
で
は
、
日
本
の
伝
統

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
持
つ
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
百
人
一
首

大
会
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
１
月
１３
日
（土）
午
前
１０

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館
（
東

新
町
）
 

▼
申
込
方
法
　
１
月
６
日
（土）
ま

で
に
、
最
寄
り
の
児
童
館
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
最
寄
り
の
児
童
館

ま
た
は
、
第
二
児
童
館
（
☎
３

７
‐
０
９
１
５
）
 

  ●
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

   
１２
月
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

は
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
を
メ
イ
ン

に
演
奏
し
ま
す
。
美
し
い
弦
楽

四
重
奏
の
音
色
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
１２
月
２４
日
（日）
午
前
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
ミ
ニ

ス
テ
ー
ジ
 

▼
出
演
者
　
中
部
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
（
バ
イ
オ
リ

ン
／
長
谷
川
雪
乃
、
山
田
紘
子
、

ビ
オ
ラ
／
堤
陽
子
、
チ
ェ
ロ
／

山
田
知
野
子
）
 

▼
主
な
曲
　
そ
り
す
べ
り
／
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
メ

ド
レ
ー
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化

振
興
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
） 

  ●
ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
キ
ャ

　
ラ
バ
ン
ｉｎ
い
ち
の
み
や
 

  　
若
者
（
大
学
生
を
含
む
）
が
、

自
己
の
適
正
、
就
業
経
験
な
ど

に
応
じ
た
職
業
選
択
や
就
職
に

関
す
る
知
識
・
能
力
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
専
門
家
に
よ
る

個
人
相
談
や
職
業
適
性
診
断
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
就
職
面
接
会
は
、
若

年
者
や
一
般
の
求
職
者
（
年
齢

不
問
）
を
対
象
に
行
う
エ
イ
ジ

フ
リ
ー
就
職
フ
ェ
ア
で
す
。
 

▼
と
き
　
平
成
１９
年
２
月
１５
日

（木）
、
２
月
１６
日
（金）
午
前
１１
時
〜

午
後
６
時
 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
（
一
宮
市
真
清
田

１
‐
２
‐
３０
）
 

▼
定
員
・
そ
の
他
　
別
表
参
照
 

▼
対
象
　
３５
歳
未
満
の
若
者
ま

た
は
そ
の
家
族
（
就
職
面
接
会

は
、
一
般
求
職
者
も
対
象
、
年

齢
不
問
）
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
そ
の
他
　
定
員
に
満
た
な
い

イ
ベ
ン
ト
は
当
日
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
１２
月
２５
日

（月）
〜
２
月
９
日
（金）
ま
で
に

一
宮
市
経
済
部
経
済
振
興
課

商
工
・
労
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
０

５
８
６
‐
２
８
‐
９
１
３
０
）

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

        ●
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
「
国
税
電
子

　
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
」

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

  「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
利
用
す
る
と

こ
ん
な
に
便
利
で
す
 

★
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告

が
で
き
ま
す
。
 

★
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
等
を
利
用
し
て
納

税
が
で
き
ま
す
。
 

★
各
種
申
請
・
届
出
等
が
で
き

ま
す
。
 

※
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
を
利
用
す

る
場
合
は
、
事
前
に
開
始
届
出

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
届
出

書
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
提
出
で
き
ま
す
。
詳
し
い

情
報
は
、
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
. 

e
-ta
x.n
ta
.g
o
.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
小
牧
税
務
署
個
人

課
税
第
一
部
門
（
☎
０
５
６
８

‐
７
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
３

１
４
）
）
 

は
　
せ 

が
わ
ゆ
き  

の 

や
ま 

だ  

ひ
ろ 

こ 

つ
つ
み
よ
う 

こ 

や
ま 

だ
　
ち
　
の
　
こ 

専門家による個人相談 １２：００～１８：００ 原則事前申込 
１人約５０分 

職業適性診断 
フォーラム～職場で役立つ 
コミュニケーション～ 

西尾張地区就職面接会～エ 
イジフリー就職フェア～ 

１１：００～１７：００ 
２月１５日（木） 
１３：３０～１５：３０ 

２月１６日（金） 
１３：３０～１５：３０ 

申込不要 
定員２０人 
（先着順） 
原則事前申込 
申込不要 

イベント名 とき 定員・その他 
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認知症サポーター育成事業（在宅保健師等による高齢者ボランティア活動支援促進事業）を実施します 
　本市においても急速に高齢化が進み、それに伴い認知症やうつ、閉じこもり高齢者が大幅に増加することが
予測されることから、平成１８年３月に策定した第３期岩倉市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画に認
知症に関する取り組みを位置付けました。この計画に基づき、認知症に対する理解を深めてもらうために次の２つ
の事業を実施し、認知症の人やその家族を温かく見守り、支援する認知症サポーターの養成と今後の活動の支援
を目指します。 
　これを機会にもう一度認知症について考えてみましょう。 

認知症フォーラム 
　と　き　平成１９年１月２７日（土）午後１時３０分～４時３０分 
　ところ　総合体育文化センター多目的ホール 
　内　容　★第１部：基調講演　　テーマ…「認知症ってなぁ～に？～認知症高齢者と介護家族を地域で支える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩倉を目指して～」 
　　　　　　　　　　　　　　　 講師…加藤基子さん（名古屋市立大学看護学部教授） 
　　　　　★第２部：シンポジウム　テーマ…「認知症高齢者と介護家族を地域で支える岩倉を目指して」 
　　　　　　　　　　　　　　　コーディネーター…野口典子さん（中京大学社会学部教授） 
　　　　　　　　　　　　　　　パネラー…医師、地域包括支援センター職員、介護施設職員などを予定 

出前連続講座「認知症を正しく知ろう」 
　とき・ところ 
　第１回…平成１９年１月１５日（木）１４：００～１５：３０ 南部老人憩の家（大地町郷前３２　☎３７－０４９７） 
　第２回……………１月１９日（金）１４：００～１５：３０ いきいきサロン「ひだまり」（北島町東切２１１２　☎３８－１４１５） 
　第３回……………１月３１日（水）１４：００～１５：３０ 東新町公会堂（東新町釜之口１－１　☎３７－４６４６） 
　第４回……………２月 ８日（木）１４：００～１５：３０ リバーステージ岩倉「シニアホール」（八剱町大塚２－１　☎６５－７３８８） 
　第５回……………２月１８日（日）１０：３０～１２：００ 中央グループホーム和（新柳町１－４１　☎６５－５８５５） 
　内　容　認知症に対する理解を深めてもらうとともに、その対応や接し方などを広く周知・啓発する。連続講座とし
　　　　　ますが、お近くの会場での１回のみの参加も可能です。 
　講　師　野口典子さん（中京大学社会学部教授）、金田千賀子さん（愛知淑徳大学医療福祉学部助手） 
　入場料　無料（事前の申し込みは必要ありませんので、直接会場へお越しください） 
　主　催　岩倉市 
　共　催　岩倉市地域包括支援センター、岩倉市住宅介護支援センター、岩倉東部在宅介護支援センター 
　後　援　岩倉市医師会、岩倉市社会福祉協議会、岩倉市老人クラブ連合会、岩倉市ボランティア連絡協議会、
　　　　　岩倉市介護保険サービス事業所連絡会議　ほか 
　問合先　生きがい課介護保険係（☎３８―５８１１） 

　全人口に対する６５歳以上の人口を高齢化率といいますが、全国の高齢化率は２０％を超え５人に１人が６５歳以
上という状況になっています。今後ますます高齢社会となることが予想されていますが、高齢化に伴い「認知症」は非
常に大きな問題となっています。 
認知症という言葉は？ 
　これまで病的な「ぼけ」は一般に「痴呆」と呼ばれてきましたが、平成１６年１２月
から「認知症」という用語を使用しています。 
認知症の症状は？ 
　これまで持っていた記憶力、思考力、判断力等の知的機能が低下することで
社会生活や職業生活に支障をきたしてしまう状態を表しています。 
認知症の原因は？ 
　認知症の原因は、脳の萎縮によって脳全体の機能が低下する「アルツハイマー型認知症」、脳の血管が詰まるなど
脳細胞に酸素や栄養が届かなくなることによって脳の機能が低下する「脳血管性認知症」、脳の特定の神経細胞の中
に特異な変化（レビー小体）が現れることによる「レビー小体型認知症」などが代表的な原因疾患といわれています。 
認知症の予防は？ 
　認知症は、加齢とともに現れる一つの病気であり、早期発見、早期受診、早期治療で進行を抑えることができ、適切
なケアにより豊かな暮らしを作り出すことが可能であるといわれていますが、受診が遅れたり、ケアが不適切であったり
すると家族など介護者の負担が大きくなり、高齢者自身もつらい思いをします。 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
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講座  
教室  

募集  

  ●
「
消
費
税
簡
易
課
税
制

　
度
選
択
届
出
書
」
の
提

　
出
期
限
に
つ
い
て
 

  　
平
成
１９
年
か
ら
新
た
に
消
費

税
の
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す

る
個
人
事
業
者
の
人
は
、
１２
月

３１
日
（
持
参
す
る
人
は
１２
月
２８

日
）
ま
で
に
「
消
費
税
簡
易
課

税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
税
務

署
長
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）

の
「
税
務
手
続
き
の
案
内
」
か

ら
印
刷
す
る
か
、
税
務
署
の
窓

口
で
受
領
の
う
え
、
税
務
署
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
小
牧
税
務
署
個
人

課
税
第
一
部
門
（
☎
０
５
６
８

‐
７
２
‐
２
１
１
１
内
線
３
１

４
）
 

  ●
小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
入

　
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　
の
受
付
 

  　
平
成
１９
年
度
に
小
牧
岩
倉
衛

生
組
合
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

設
計
・
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
業
務
、
物
品
の
買
入

れ
・
保
守
管
理
等
の
委
託
等
の

契
約
に
係
る
入
札
に
参
加
す
る

人
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。
 

▼
受
付
期
間
　
平
成
１９
年
１
月

１２
日
（金）
〜
１８
日
（木）
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
 

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
郵
便
の

受
け
付
け
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

▼
提
出
書
類
 

★
建
設
工
事
・
設
計
・
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務

…
あ
い
ち
電
子
調
達
共
同
シ
ス

テ
ム
参
加
自
治
体
共
通
様
式

（
組
合
用
）
 

★
物
品
の
買
入
れ
、
保
守
管
理

等
の
委
託
等
…
各
様
式
お
よ
び

各
業
者
カ
ー
ド
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（h

ttp
://w

w
w
.c
ity
. 

ko
m
a
ki.a
ic
h
i.jp
/g
a
iyo
u
/ 

s
o
s
iki/kn

kyc
e
n
te
r

）に
掲

載
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
希
望
者
に
は
、
１２
月

２０
日
（水）
か
ら
小
牧
岩
倉
衛
生
組

合
総
務
課
庶
務
係
で
配
布
し
ま

す
。
 

▼
提
出
・
問
合
先
　
小
牧
岩
倉

衛
生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
総
務

課
庶
務
係
（
小
牧
市
大
字
野
口

２
８
８
１
‐
９
☎
０
５
６
８
‐

７
９
‐
１
２
１
１
）
 

        ●
第
１７
回
ダ
ン
ス
＆
体
操

　
発
表
会
参
加
者
 

  　
日
ご
ろ
、
グ
ル
ー
プ
で
活
動

し
て
い
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
３
月
１１
日
（日）
午
後
１

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
参
加
料
　
１
団
体
に
つ
き
１

千
円
と
１
人
に
つ
き
２
０
０
円
 

▼
申
込
期
限
　
１
月
２８
日
（日）
 

▼
申
込
方
法
　
ス
ポ
ー
ツ
課
で

お
渡
し
す
る
申
込
用
紙
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
振
興

係
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

内
☎
６
６
‐
２
２
２
２
）
 

  ●
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

　
ド
教
室
参
加
者
 

  　
岩
倉
市
と
岩
倉
市
体
育
協
会

で
は
、
第
２３
回
ス
キ
ー
・
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１
月
２０
日
（土）
午
前
７

時
３０
分
出
発
、
２１
日
（日）
午
後
８

時
頃
帰
着
　
発
着
場
所
は
総
合

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
 

▼
と
こ
ろ
　
九
頭
竜
ス
キ
ー
場

（
福
井
県
大
野
市
）
 

▼
宿
泊
先
　
国
民
宿
舎
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
九
頭
竜
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
在
住
・
在

勤
の
人
で
小
学
生
以
上
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）
 

▼
参
加
費
　
１
万
５
千
円
 

▼
定
員
　
ス
キ
ー
教
室
・
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
教
室
合
わ
せ
て
４０
人
 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
。
 

▼
申
込
日
　
１
月
７
日
（日）
午
後

７
時
よ
り
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
受
け
付

け
ま
す
（
電
話
申
込
不
可
）
。
 

※
１
人
で
複
数
人
分
の
受
け
付

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
 

▼
事
前
説
明
会
　
１
月
１２
日
（金）

午
後
７
時
よ
り
総
合
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
出
席
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ

課
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

内
☎
６
６
‐
２
２
２
２
）
 

        ●
ニ
ー
ト
問
題
と
支
援
を

　
考
え
る
市
民
講
座
 

  ▼
と
き
　
平
成
１９
年
１
月
２４
日

（水）
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
（
一
宮
市
真
清
田

１
‐
２
‐
３０
）
 

▼
講
師
　
深
谷
潤
一
さ
ん
（
若

者
自
立
塾
特
定
非
営
利
活
動
法

人
Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｓ
理
事
長
）
 

▼
内
容
　
ニ
ー
ト
の
実
態
・
ニ

ー
ト
を
生
み
出
す
背
景
・
ニ
ー
 

【Ｑ】家族に介護者がいると、介護保
険サービスは利用できないのですか？ 
【Ａ】介護保険制度は、介護に要する
家族の負担をできるだけ軽くし、介護
の問題を社会全体で支え合う制度です。 
このため、家族の中に介護者がいるか
どうかに関わらず、サービスを利用す
ることができます。 
　ただし、訪問介護サービスの生活援
助（調理、洗濯、掃除等の家事援助）
については、同居の家族等が障害や疾
病等（および同様のやむを得ない事
情）のため家事を行うことが困難な場
合に限定されます。 
　問合先　生きがい課介護保険係（☎

　　　　　３８‐５８１１） 

▼
 

よくある介護保険についての 
Ｑ＆Ａ 

★１２月２７日（水）は固定資産税・都市計画税第３期の納期限です★ 
　お忘れなく納付してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を
１２月２６日（火）までにご確認ください。 
問合先　税務課収納係（☎３８‐５８０６） ▼
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○印に講習会を開催します。 

時間 

月・日 ２月 

２日 

金 

３日 

土 

４日 

日 

１０日 

土 

１１日 

日 

１５日 

木 
曜
日 

１０：３０～１２：００ 

１９：３０～２１：００ 

相 談 
その他 

ト
へ
の
対
応
の
仕
方
と
支
援
な

ど
を
考
え
ま
す
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
１２
月
２５
日

（月）
〜
平
成
１９
年
１
月
１９
日
（金）
ま

で
に
一
宮
市
経
済
部
経
済
振
興

課
商
工
・
労
政
グ
ル
ー
プ
（
☎

０
５
８
６
‐
２
８
‐
９
１
３
０
）

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

  ●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
・

　
講
習
会
 

  １
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
 

　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
は
、
専
門

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法

や
総
合
的
な
体
力
向
上
の
た
め

の
運
動
、
腰
痛
や
肩
こ
り
に
関

す
る
運
動
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
指
導
を
行
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１
月
２０
日
（土）
・
２１
日

（日）
・
２７
日
（土）
・
２８
日
（日）
午
後
１

時
〜
５
時
 

▼
対
象
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利

用
登
録
証
を
お
持
ち
の
人
 

２
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
 

　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
講
習
会
の
受
講
が

必
要
で
す
。
 

　
ま
た
、
利
用
申
込
者
数
に
よ

り
講
習
日
を
変
更
、
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

              ▼
講
習
内
容
　
①
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
②
器
具
の
説
明
③
実

技
 

▼
対
象
　
１６
歳
以
上
 

▼
定
員
　
１
回
の
講
習
に
つ
き

１５
人
 

▼
費
用
　
２
０
０
円
 

▼
申
込
方
法
　
１
月
５
日
（金）
か

ら
、
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
 

ス
ポ
ー
ツ
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
（
申
し
込
み
は
、
１
人

に
つ
き
１
名
、
電
話
不
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ

課
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

内
☎
６
６
‐
２
２
２
２
）
 

  ●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講

　
座
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
始

　
め
ま
せ
ん
か
」
 

  　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い

人
や
よ
く
知
り
た
い
人
！
　
　
 

　
岩
倉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
活
動
紹
介
と
楽
し
い
話
を
聞

い
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
平
成
１９
年
１
月
１９
日

（金）
午
前
１０
時
〜
正
午
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
 

▼
紹
介
団
体
　
防
災
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動

・
手
話
活
動
・
高
齢
者
福
祉
施

設
内
活
動
・
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
３
７
‐
３
１
３
５

　
３
８
‐
０
０
３
９
）
 

        ●
犯
罪
に
あ
わ
な
い
た
め
に
 

  　
１１
月
８
日
の
午
後
１１
時
ご
ろ
、

岩
倉
駅
と
石
仏
駅
周
辺
で
、
帰

宅
途
中
の
通
行
人
を
狙
っ
た
強

盗
事
件
が
連
続
し
て
発
生
し
ま

し
た
。
 

　
犯
人
の
特
徴
は
、
男
２
人
組

で
、
い
ず
れ
も
年
齢
は
２０
歳
代

位
、
身
長
１
６
０
㌢
㍍
か
ら
１

７
０
㌢
㍍
位
、
１
人
が
棒
状
の

も
の
で
殴
り
か
か
り
、
そ
の
隙

を
狙
っ
て
も
う
１
人
の
男
が
現

金
の
入
っ
た
カ
バ
ン
を
奪
い
逃

走
し
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
連
続
し
て
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

自
転
車
駐
輪
場
付
近
で
は
犯
人

が
待
ち
伏
せ
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
 

　
犯
罪
に
つ
な
が
る
不
審
な
行

為
を
見
つ
け
た
ら
即
１
１
０
番
、

犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
と
き
も
即

１
１
０
番
、
犯
罪
を
許
さ
な
い

気
持
ち
が
、
大
切
で
す
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
５
６
‐
０
１
１

０
）
 

岩
倉
市
防
犯
対
策
助
成
金
交
付

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

　
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
わ
が
家

の
防
犯
対
策
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。
昨
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

防
犯
対
策
助
成
金
交
付
制
度
は
、

今
年
１０
月
ま
で
に
４
６
７
世
帯

の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

▼
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登

録
ま
た
は
、
外
国
人
登
録
が
あ

り
、
居
住
し
て
い
る
世
帯
主
※

１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。
 

▼
対
象
と
な
る
も
の
 

①
玄
関
、
勝
手
口
等
の
出
入
口

の
鍵
を
交
換
ま
た
は
、
補
助
錠
、

サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ
ー
、
ガ
ー
ド

プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
。
 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に

交
換
ま
た
は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、

補
助
錠
、
格
子
等
の
取
り
付
け
。
 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ま
た
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の

共
有
部
分
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た

は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
。
 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た

は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
。
 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照

明
灯
の
取
り
付
け
。
 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
・
オ

ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
）
に
ハ
ン

ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま
た
は
、

盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
。
 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を

敷
設
。
 

▼
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１

（
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨

て
）
で
限
度
額
５
千
円
 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の

防
犯
対
策
は
対
象
外
で
す
。
 

▼
申
請
方
法
　
行
政
課
に
あ
る

申
請
書
に
口
座
番
号
な
ど
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
品
物

等
が
分
か
る
領
収
書
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

賃
貸
住
宅
等
の
場
合
は
、
所
有

者
（
大
家
さ
ん
）
の
同
意
書
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
助
成
金
は

振
込
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

（
郵
便
局
は
除
く
）
と
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
行
政
課
生
活
安
全

係
（
☎
３
８
‐
５
８
０
４
）
 

★１２月２７日（水）は国民健康保険税第９期の納期限です★ 
　お忘れなく納付してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を
１２月２６日（火）までにご確認ください。 
問合先　市民窓口課保険医療係（☎３８‐５８０７） ▼

 



平成18年12月15日 

１８００ 

１６００ 

１４００ 

１２００ 

１０００ 

８００ 

６００ 

４００ 

２００ 

０ 

救急出動件数 

平
成
１７
年
 

平
成
１６
年
 

平
成
１４
年
 

平
成
１２
年
 

平
成
１０
年
 

平
成
８
年
 

平
成
６
年
 

１６ 

（件） 
　救急出動件数は、全国的に増加しており、岩倉市でも増加の
一途をたどっています。 
　この中には、タクシー代わりに救急車を利用するような緊急性が
低いケースも見受けられ、重症の患者さんへの対応に支障が出
ることが心配されています。 

　救急出動時等には、サイレン音を鳴らして走行すること
が法律で定められています。緊急性の低い救急出動は、
周辺にお住まいの皆さんにご迷惑をおかけすることになり
ますので、症状が軽い場合は、早めにご自身で近くの医
療機関で受診するなど、救急車の適正な利用にご理解と
ご協力をお願いします。 
　病院に関する問い合わせは、電話による案内と愛知県
広域災害・救急医療情報システムのホームページから診
察できる病院を検索することができますのでご利用ください。 
救急医療情報センター 
　☎０５８６‐７２‐１１３３ 
愛知県広域災害・救急医療情報システムホームペ
ージアドレス 
　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｑｑ．ｐｒｅｆ．ａｉｃｈｉ．ｊｐ 
　問合先　消防署（☎３７‐５３３３） 

救急車の適正利用にご協力をお願いします 

指名競争入札結果 （１１月２日～９日） 

南小学校・東小学校校舎耐震診断業務 
北小学校・五条川小学校校舎耐震診断業務 
各中学校校舎耐震診断業務 
岩倉橋耐震補強工事 
八神橋耐震補強工事 
八剱橋耐震補強工事 
配水管布設工事（第２期整備計画１８‐２号） 
駅西広場歩道段差解消工事 
防護柵設置工事 

大地町小森９３番地１外 
本町南新溝廻間２番地外 
西市町竹之宮２４番地外 
中本町地内 
神野町地内 
八剱町外１地内 
八剱町外２地内 
栄町地内 
石仏町外地内 

㈱浦野設計 
㈱梅田設計 
㈱司設計事務所 
㈱江口組 
栗本土木㈱ 
㈲八信建設 
㈱大栄企業 
㈱大崎工務店岩倉支店 
㈲八信建設 

５，６７０，０００ 
５，０９２，５００ 
４，１７９，０００ 
１８，０６０，０００ 
１３，１２５，０００ 
６，０９０，０００ 
１３，３３５，０００ 
６，７２０，０００ 
１，７８５，０００ 

１１／８～Ｈ１９／３／２０ 
１１／８～Ｈ１９／３／２０ 
１１／８～Ｈ１９／３／２０ 
１１／１０～Ｈ１９／３／１６ 
１１／１０～Ｈ１９／３／１６ 
１１／１０～Ｈ１９／３／２ 
１１／１７～Ｈ１９／３／６ 
１１／１７～Ｈ１９／２／２３ 
１１／１４～１２／２８ 

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期　　　間 

▼
 

★意識がないとき 
★呼吸困難であるとき 
★胸が痛いとき 
★激しく頭が痛いとき 

こんなときは迷わず 
１１９番に通報してく 
ださい。 

★１２月２７日（水）は介護保険料第９期の納期限です★ 
　お忘れなく納付してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を
１２月２６日（火）までにご確認ください。 
問合先　生きがい課介護保険係（☎３８‐５８１１） ▼

 

原因別救急出動件数（平成18年10月現在） 

急病８４２ 

火災１ 

一般負傷２０１ 

交通事故１３５ 

その他９７ 

自損行為１７ 

労働災害１７ 
加害１２ 

運動競技９ 



平成18年12月15日 １７ 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室とな
っていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩
をいただきます。 
■一般相談 
　とき　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
１２月１７日（日）、１月７日（日）午後１時～３時 
 
 
 
 
 
 
 
 
■女性相談 
１２月１８日（月）、１月１５日（月） 
午後１時～３時３０分 
■年金相談 
１２月２５日（月）午前１０時～午後３時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
１２月２７日（水）、１月９日（火）、１月２４日（水） 
午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午
前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け付けま
す（先着順、電話可）。 
■母子・寡婦就業相談 
１月５日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■登記相談 
１月１０日（水）午後１時～４時 
■不動産相談 
１月１１日（木）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
１月１１日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
１月１２日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
１月１２日（金）午後１時～４時 
 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、
一人でくよくよしていても、何の解決にもなりません。
経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。
お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、
振替休日を除く） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

み な 　 な や む な  

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

▲
 

▲
 

  ●
年
金
出
張
相
談
所
 

  　
岩
倉
市
で
は
、
毎
月
１
回
、

社
会
保
険
事
務
所
職
員
に
よ
る

年
金
出
張
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
 

　
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
を
含

め
た
年
金
全
般
の
相
談
や
手
続

き
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

　
た
だ
し
、
混
雑
時
に
は
相
談

の
受
付
を
制
限
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
、

具
体
的
な
お
話
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
 

だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
４
月
曜
日
　

午
前
１０
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
市
民

相
談
室
 

▼
持
ち
物
　
年
金
手
帳
ま
た
は

年
金
証
書
、
印
鑑
、
代
理
の
人

が
お
越
し
の
と
き
に
は
委
任
状
。

手
続
き
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
社
会
保
険
事
務
所
に
必
要
な

も
の
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

▼
相
談
員
　
社
会
保
険
相
談
専

門
員
　
 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民

窓
口
係
年
金
担
当
（
☎
３
８
‐

５
８
０
７
）
ま
た
は
、
一
宮
社

会
保
険
事
務
所
（
☎
０
５
８
６

‐
４
５
‐
１
４
１
１
）
 

  ●
退
職
金
の
準
備
は
万
全

　
で
す
か
？
 

  　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

（
中
退
共
制
度
）
は
、
中
小
企

業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
に
設

け
ら
れ
た
、
中
小
企
業
の
た
め

の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
中

退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ
ば
、

安
全
・
確
実
・
有
利
な
退
職
金

制
度
が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。
 

制
度
の
特
色
 

★
適
格
年
金
制
度
か
ら
の
移
行

先
で
す
。
 

・
適
格
年
金
資
産
を
全
額
移
換

で
き
ま
す
。
 

★
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
。
 

・
中
退
共
制
度
に
新
し
く
加
入

す
る
事
業
主
に
、
掛
金
月
額

の
２
分
の
１
（
上
限
５
千

円
）
を
従
業
員
ご
と
に
、
加

入
後
４
か
月
目
か
ら
１
年
間

助
成
し
ま
す
。
 

・
１
万
８
千
円
以
下
の
掛
金
月

額
を
増
額
す
る
事
業
主
に
、

増
額
分
の
３
分
の
１
を
増
額

し
た
月
か
ら
１
年
間
助
成
し

ま
す
。
 

★
掛
金
は
全
額
非
課
税
。
 

★
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
の
人
も

加
入
で
き
ま
す
。
 

★
退
職
金
の
管
理
が
簡
単
で
す
。
 

※
こ
の
補
助
と
は
別
に
、
岩
倉

市
で
は
、
中
退
共
制
度
に
新
規

加
入
さ
れ
た
場
合
、
掛
金
１
割

分
の
補
助
を
１
年
間
行
っ
て
い

ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
名
古
屋
退
職
金
相

談
コ
ー
ナ
ー
（
〒
４
５
６
‐
０

０
１
８
名
古
屋
市
熱
田
区
新
尾

頭
２
‐
２
‐
３
☎
０
５
２
‐
６

８
１
‐
８
９
５
１
）
 

※
岩
倉
市
の
補
助
の
詳
細
に
つ

い
て
は
商
工
農
政
課（
☎
３
８
‐

５
８
１
２
）。 

Advice  and  Consultation  for  Foreigners 
(Iwakura International Exchange Society) 
１７．Dec（Sun）. ７.Jan（Sun）１３：００～１５：００ 

Consulta  em  prol  dos  Estrangeiros 
(Associacao Internacional de Iwakura) 
１７.Dez（domingo）. ７.Jan（domingo） 
Das １３：００～１５：００hs 
 

国民健康保険税を 
コンビニエンスス 
トアで納付するこ 
とができます 
　ただし、納期限後は 
納付できませんのでご 
注意ください。 
問合先　市民窓口課 
保険医療係（☎３８ 
－５８０７） 

▼
 



麻しん・風しん混合ワクチンの接種ができる医療機関 

持ち物…普段使っている歯ブラシ 
内　容…歯科相談、ブラッシング指導、歯こ 

う染め出し、歯みがき圧測定、口腔 
機能の向上指導、口臭測定 

初回接種…３～８週間の間隔で３回接種 
追加接種…初回接種の３回目完了後１年～１年６か 
　　　　　月の間に１回接種 

※接種期間が短いので、３か月を過ぎたらできるだ 
　け早めに受けましょう 
　１回接種 

　朝の体温を測り母子健康手帳をお忘れなくご持参ください（母子健康手帳がないと受付できません）。予防接種は、はしか、
水ぼうそうなどの病気が治ってから、１か月は接種できません。三種混合の□印の予防接種は接種後６日以内に、ＢＣＧ・
風しん・麻しん等の■印の予防接種は接種後２７日以内に他の予防接種を受けることはできません（接種間隔など詳しくは、
保健センターへお問い合わせください）。また、ひきつけを起こしてから１年たっていない人については、集団接種が困難
であるため、保健センターへ相談してください。 

内　容 
日 時　間 

と　き 
対　象 ところ 備　考 

はつらつ 
元気くらぶ 

健康相談 

歯の健康相談 

内　容 
日 受　付 

と　き 
対　象 接種時期・備考 

　三種混合 
百日せき・ジフテリア・破傷風 

１３：００ 
　～１４：００ 

１３：００ 
　～１４：００ 

３か月～ 
６か月未満 

３か月～ 
７歳６か月未満 

■ＢＣＧ 

２４日（水） 

２６日（金） 

１８日（木） 

１２日（金） 

３１日（水） 

１９日（金） 

５日（金） 

２３日（火） 

１２日（金） 

２６日（金） 

毎週木曜日 
（祝日除く） 

５日（金） 

１５日（月） 

１９日（金） 

毎週木曜日 
（祝日除く） 

南部老人憩の家 

岩倉病院回復期 
リハビリテーションセンター 

老人憩の家 

６５歳以上の 
高齢者で介護 
認定を受けて 
いない人（非 
該当の人） 

一般成人 
６５歳以上の 
高齢者 

持ち物…健康手帳 
内　容…運動器の機能向上指導、健康 
　　　　チェック、体操、レクリエー 
　　　　ションなど 
※保健センター・第五児童館は栄養教 
室のため申し込みが必要です。 

持ち物…健康手帳 
内　容…血圧測定、健康相談、栄養改 
　　　　善指導、健診結果の相談、生 
　　　　活習慣病予防の相談、心の健 
　　　　康相談 
※保健センター・総合体育文化セン 
　ターでは、体脂肪測定と尿検査も 
　できます。 

保健センター 

第五児童館 

保健センター 

南部老人憩の家 

ふれあいセンター 

老人憩の家 

保健センター 一般成人 

１３：３０～１５：００ 

９：３０～１２：００ 

９：００～１１：００ 

１３：３０～１５：００ 

９：３０～１１：３０ 

１３：３０～１５：００ 

２４日（水） 総合体育文化センター ９：３０～１１：３０ 

９：００～１１：００ 

成　人 
保健センターを利用されるときは、健康手帳をお持ちください。健康手帳の交付は随時行っています。 

予防接種 

平成18年12月15日 １８ 

有馬医院 

いとうクリニック 

医療法人つくし会 
岩倉東クリニック 

医療法人知邑舎岩倉病院 

いわくら耳鼻咽喉科 

おしたにクリニック 

医療法人八稜会 
かみのクリニック 

医療法人寺澤内科小児科 

医療法人 
なかよしこどもクリニック 

医療法人丹羽外科 

医療法人羊蹄会 
ようてい中央クリニック 

ませきクリニック 

井上町４３０―１ 

東新町南江向２４―５ 

中本町葭原４ 

川井町北海戸１ 

西市町西市前３１―４ 

稲荷町高畑８ 

神野町平久田７０ 

栄町１―５ 

稲荷町高畑７５ 

新柳町１―４１ 

曽野町郷前１７ 

下本町下市場１３９ 

３７―０１２３ 

３８―１１１２ 

６６―１２１０ 

３７―８１５５ 

６６―４５３３ 

３８―３５０１ 

３８―３８００ 

３７―２０１８ 

６６―１２２１ 

６６―３３６６ 

６６―５１３３ 

３７―０１７５ 

■麻しん・風しん（混合） 
　予防接種法施行令等の一部改正により、平成１８年６月２日から麻し
ん、風しんの予防接種の変更がありました。 
対象者　第１期　１歳～２歳未満 
　　　　第２期 　５歳～７歳未満の人で小学校就学前年度の間 
　　　　（今回の改正で平成１８年３月３１日以前に麻しん、風しん予防
　　　　  接種が済んでいる人も第２期の対象になります） 
　※ただし、麻しんまたは、風しんにかかった人は、かかっていない方
　　の単抗原ワクチン接種（無料）になります。　 
接種方法 
・１歳の誕生月初めに個別に通知します。届いた通知を持って、右記
　医療機関で個別に接種してください。 
・医療機関によって、予防接種実施日や時間など、異なりますので、
　医療機関で必ず予約をしてからお出かけください。 
・平成１７年１月以前に生まれた人・１歳の誕生月を過ぎてから転入
　された人・第２期の対象者で通知の届いていない人は、母子健康
　手帳をご持参のうえ保健センターへお越しください。 
　持ち物  母子健康手帳・届いた通知・健康保険証 

▲
 



　保健センターでは、乳幼児や健康に関する電話相談(☎６６―７３００)を 
土・日曜日、祝日を除く毎日行っています。 

子どもとお母さん 
保健センターを利用されるときは、母子健康手帳をお持ちください。 

と　き 
内　容 

日 時　間 
対　象 備　考 

受　付 

持ち物…妊娠届出書 
内　容…ビデオ「妊娠中の過ごし方」・保健指導 
当日、ご都合の悪い人は、ご連絡ください。 
※初産の人は１０：００～１１：００までお話 
を聞いていただきます。 

内　容…歯科健診、染め出し、ブラッシング指 
　　　　導（申込が必要です） 

内　容…ビデオ、話「産後の生活と育児につい 
　　　　て」、実習「お風呂の入れ方」 

内　容…身体計測、栄養相談、育児相談、母乳 
　　　　相談（母乳相談は予約が必要です） 
※定期測定にもご利用ください。 

内　容…診察、発達チェック、身体計測、栄養 
　　　　指導、育児相談など 

持ち物…おんぶひも（持っていない人はご連絡 
　　　　ください）、エプロン 
内　容…離乳食のすすめ方、調理実習、試食 

内　容…育児のお話、赤ちゃん体操、歯のお話、 
　　　　育児相談、栄養相談、絵本の読み聞かせ 

申　込…１２月２０日（水）保健センター（電話可） 
持ち物…子ども用歯ブラシ、コップ、エプロン 
内　容…幼児食と歯の話、染め出し、ブラッシ 
　　　　ング指導 

内　容…診察、歯科健診、発達チェック、身体計 
　　　　測、遊び指導、栄養相談、育児相談など 
※歯をみがいてきてください。 

持ち物…子ども用歯ブラシ、コップ、エプロン 
内　容…歯科健診、染め出し、ブラッシング 
　　　　指導、フッ素塗布、食生活指導 

持ち物…保健センターからお送りするアンケート用紙 
内　容…診察、歯科健診、発達チェック、身体 
　　　　計測、栄養相談、育児相談、視覚聴覚 
　　　　検査、尿検査（会場で採尿）など 

内　容…情報交換、交流会 

母子健康手帳 
交付 

母親教室 

乳幼児 
健康相談 

４か月児 
健康診査 

かるがも 
地球ひろば １０：００ 

　～１１：３０ 

１０：００ 
　～１１：３０ 

１３：００ 
　～１４：００ 

１３：００ 
　～１３：４０ 

１３：００ 
　～１４：００ 

９：４５ 
　～１０：００ 

９：００ 
　～１１：００ 

９：００～ 

９：４５ 
　～１０：００ 

１０：００ 
　～１１：３０ 

１０：００ 
　～１１：００ 

９：４５ 
　～１０：００ 

１３：３０ 
　～１５：３０ 

１３：１５ 
　～１３：３０ 

９：００ 
　～１１：４０ 

８：４５ 
　～９：００ 

ツインズ 
マザー交流会 

４～６か月児 
の離乳食教室 

すくすく 
育児教室 

かみかみ 
歯ピカ教室 

１歳６か月児 
健康診査 

２歳児歯科 
健康診査 

３歳児 
健康診査 

妊婦 

妊婦 
（夫の参加 
も可） 

乳幼児 

平成１８年 
９月生まれ 

外国籍の親子 

双胎・多胎の妊婦 
双児・多児の親子 

４～６か月児の 
保護者など 

８～１０か月児 

１歳～ 
１歳６か月児 
定員１５組 

平成１６年 
１月生まれ 

平成１７年 
１月生まれ 

平成１７年 
６月生まれ 

毎週木曜日 
（祝日除く） 

第３回 １５日（月） 

第４回 ２９日（月） 

２９日（月） 

２４日（水） 

１６日（火） 

２２日（月） 

９日（火） 

２２日（月） 

１６日（火） 

９日（火） 

２３日（火） 

１５日（月） 

１３：００～ 

申　込…１２月１８日（月）８：３０～保健セン 
　　　　ター（電話可） 
内　容…ビデオ「お父さんへ赤ちゃんからの 
　　　　メッセージ」、話「出産・育児におけ 
　　　　る父親の役割について」、実習「お風 
　　　　呂の入れ方」、グループワーク 

パパママ 
セミナー 

初めて親に 
なる夫婦 
定員２０組 

１４日（日） 

１３：００～ 

申　込…１２月１９日（火）保健センター（電話可） 
持ち物…子ども用歯ブラシ、コップ、エプロン 
内　容…歯科健診（親と子）、染め出し、ブラッ 
　　　　シング指導、フッ素塗布 

１３：１５ 
　～１４：３０ 

２歳６か月児 
歯科健康診査 

２歳６か月児 
とその親 
定員１５組 

１７日（水） １３：３０～ 

１３：００～ 

１０：００～ 

１３：００ 
　～１４：００ 

１３：００～ 

９：４５ 
　～１１：００ 
（初産の人 
は１０時ま 
でに受付） 

1月の保健センター案内 

●問合先　☎３７―３５１１ 

N

S

EW
市役所 

ユニー 

中央 
公園 

県道岩倉西停車場線 

県
道
名
古
屋
江
南
線 

新
柳
通
線 

県道小牧岩倉一宮線 

保健センター 

郵便局 

岩
　
倉
　
駅 

平成18年12月15日 １９ 



みんなが住みよいまちづくり

落語家　司馬　龍鳳 「市内ユニバーサルデザイン探しの旅　ホームステイ編」 

みんなが住みよいまちづくり

ユニバーサルデザイン

※このページは活字を大きくしてあります。 

平成18年12月15日 20

▲三浦さん（左）とミント（右） 

▲三浦さん一家とミントと筆者 

　物やまちだけでなく、みんながお互い
にいろいろな人のことを思って接する心、
思いやりの心をもつこと 

心のユニバーサルデザイン 

　
今
年
の
４
月
２８
日
か
ら
１０
日
間
、
一
人

の
タ
イ
の
少
女
が
岩
倉
市
に
や
っ
て
来
た
。
 

　
彼
女
の
名
前
は
、
パ
デ
ィ
ダ
・
サ
ン
ス

ム
グ
ジ
ェ
テ
イ
さ
ん
（
１５
歳
）
、
中
学
３

年
生
で
あ
る
。
タ
イ
人
の
名
前
は
長
く
言

い
難
い
名
前
が
多
い
。
こ
れ
は
、
タ
イ
人

同
士
で
も
呼
び
難
く
感
じ
る
そ
う
で
通
常

は
呼
び
や
す
い
略
称
で
互
い
の
名
を
呼
ん

で
い
る
。
ち
な
み
に
パ
デ
ィ
ダ
さ
ん
の
略

称
は
ミ
ン
ト
で
あ
る
（
以
下
ミ
ン
ト
で
）
。

こ
れ
は
、
タ
イ
日
親
善
ク
ラ
ブ
の
主
催
で

タ
イ
国
の
バ
ン
コ
ク
市
か
ら
、
中
学
生
を

中
心
と
し
た
２５
人
の
タ
イ
人
の
皆
さ
ん
が
、

市
民
交
流
を
目
的
に
来
日
し
た
の
だ
っ
た
。

基
本
的
に
は
日
本
で
の
宿
泊
は
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
な
り
、
そ
の
受
け
入
れ
先
の
一

つ
が
、
南
小
で
教
務
主
任
を
勤
め
る
三
浦

光
俊
さ
ん
宅

だ
っ
た
。
 

　
三
浦
さ
ん

は
、
教
師
の

か
た
わ
ら
岩

倉
市
国
際
交

流
協
会
の
理

事
を
務
め
る

な
ど
の
活
動

を
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
る
。
三
浦
さ
ん
と

旧
知
の
仲
の
僕
が
、
通
訳
と
し
て
三
浦
さ

ん
宅
に
入
っ
た
の
だ
（
６
年
前
か
ら
タ
イ

で
落
語
会
を
演
っ
て
い
る
僕
は
多
少
の
タ

イ
語
が
話
せ
ま
す
）
。
縁
が
あ
っ
て
三
浦

さ
ん
宅
に
は
ミ
ン
ト
が
宿
泊
す
る
こ
と
に

な
る
。
彼
女
は
今
回
が
初
来
日
で
あ
り
、

日
本
を
触
れ
接
す
る
機
会
は
、
岩
倉
市
か

ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
 

　
ま
ず
、
ミ
ン
ト
が
岩
倉
市
に
来
て
受
け

た
印
象
は
、
道
路
が
綺
麗
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
今
や
東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
都
市
バ

ン
コ
ク
だ
が
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
進
ん

で
い
な
い
。
大
都
会
か
ら
来
た
ミ
ン
ト
に

は
、
小
さ
な
知
ら
な
い
町
「
岩
倉
市
」
の

道
路
に
驚
い
た
よ
う
で
あ
る
。
以
前
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
市
内
を
回
っ
た
時
指
摘
さ

れ
た
道
路
事
情
が
、
他
国
の
人
か
ら
見
る

と
快
適
な
道
路
な
の
で
あ
る
。
　
 

　
も
う
一
つ
ミ
ン
ト
が
驚
い
た
の
は
、
南

小
を
表
敬
訪
問
し
た
時
の
児
童
や
先
生
の

対
応
の
良
さ
で
あ
る
。
「
微
笑
み
の
国
タ

イ
」
だ
が
、
そ
の
微
笑
み
の
国
の
人
が
岩

倉
市
民
の
愛
想
の
良
さ
に
は
驚
い
て
い
た
。

「
皆
が
挨
拶
し
て
く
れ
る
の
よ
！
」
嬉
し

そ
う
に
ミ
ン
ト
が
話
し
て
い
た
。
挨
拶
の

重
要
性

は
、
心

の
Ｕ
Ｄ

で
も
実

証
さ
れ

て
い
る
。
 

　
タ
イ

の
言
葉

で
、
挨

拶
す
る

時
は
「
サ
ワ
デ
ィ
！
」
と
い
う
。
こ
の
言

葉
の
元
の
意
味
は
「
あ
な
た
に
も
幸
福

を
」
で
あ
る
。
素
敵
な
挨
拶
、
「
サ
ワ
デ

ィ
（
あ
な
た
に
幸
福
を
）
」
。
我
々
も
普

段
の
挨
拶
に
こ
ん

な
気
持
ち
を
込
め

て
出
来
れ
ば
素
敵

だ
ろ
う
！
　
そ
れ

で
は
、
「
サ
ワ
デ

ィ
！
（
あ
な
た
に

幸
福
を
！
）
少
し

早
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
今
年

は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
」
。

お
終
い
。
 

や
 

ほ
ほ
え 

あ
い
さ
つ 

し
ま 



平成18年12月15日 

広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　１１月１９日、「イキイキライフの会」の指導のも
と、みどりの家で手打ちうどん作りが行われ、親子９
組が参加しました。 
　参加した子どもたちは、初めてのうどん作りに一生
懸命。お父さんやお母さんに手伝ってもらいながら何
とかうどんのもとになる小麦粉を練り上げました。麺
棒を使って３㍉程度の厚さに生地を延ばす作業では一
番苦労していましたが、包丁で切って出来上がったう
どんを見た子どもたちはとても満足そうな表情を浮か
べていました。 

　１１月８日、消防庁舎で、岩倉市を始め一宮市
や江南市など尾張西北部６地区の消防本部が参加
し消防合同訓練を行いました。 
　これは、消防対象物の多様化に伴う災害発生に
対応するため、火災防御や救助活動の向上、また
消防相互応援協定に基づく尾張西北部地区６消防
本部の広域応援体制の強化を目的に行われました。 
　この日、消防庁舎を寄宿舎と仮定し火災が発生
したという想定のもと岩倉市が総指揮をとり救出
訓練などが行われ、応援体制の強化を図りました。 

広域で連携を図る 
～尾張西北部地区消防合同訓練～ 

　１１月２３日の勤労感謝の日に、総合体育文化セ
ンター多目的ホールで金婚祝賀会が開催され、結婚
５０年を迎えられる５２組のご夫婦が金婚表彰を受
けられました。 
　式典では、市長が長年にわたる家庭円満を祝い出
席者を代表して柴田貢・勝永さんご夫婦に表彰状と
記念品を手渡しました。これを受け、柴田さんは
「健康と家庭に恵まれ、二人そろって今日を迎えら
れ、感無量の思いです」と謝辞を述べられました。 
　式典後には、豊香会による民踊や児玉たまみさん
によるコンサートが催され、出席されたご夫婦は仲
むつまじい様子で楽しんでいました。 

結婚５０年を祝って 
～金婚祝賀会～ 

うどん作りは難しいなぁ 
～親子で体験「手打ちうどん」～ 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 

12

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

［ キチョウ ］ 
　第四児童館の南側でキチョウが飛んでいるのを見かけました。 

　キチョウは、チョウ目シロチョウ科キチョウ属に分類され、

草原や畑、道端や市街地などで見ることができます。４月から

晩秋まで見られ、成虫で越冬します。 

　前翅長は２０～２７ｍｍ。近縁のモンキチョウよりやや小さ

く、モンキチョウのような目だった黒斑がないのが特徴です。 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48,661人(+40人) 
            男性／24,251人(+5人) 
            女性／24,410人(+35人) 
         世帯数／19,951世帯(+31世帯) 
        （１１月１日現在、（　）内は前月１日現在との比較） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　q0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　q66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　q38-3119

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

★すくすく育児教室　★４か月児健康診査 
分別収集／中本町・東町・中野町・鈴井町 
古紙と古着の日／八剱町・井上町・神野町・石仏町 

天皇誕生日　※市役所市民スペースはお休みです。 
　休日急病診療（丹羽清司　丹羽外科） 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

分別収集／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 
古紙と古着の日／大地町・大地新町・中央町・川井町・北島町・野寄町 

野菜の広場／岩倉駅地下道 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★三種混合 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

　休日急病診療（長谷川義夫　長谷川外科） 

　休日急病診療（伊藤乙彦　伊藤外科） 

※市役所市民スペースはお休みです。 

★はつらつ元気くらぶ　★三種混合 

★ＢＣＧ 

野菜の広場／岩倉駅地下道 

★２歳児歯科健診 

野菜の広場／岩倉駅地下道 

　休日急病診療（渡部照和　渡部耳鼻咽喉科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 


